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研究会発足当初の背景 

 日本福祉大学は、本学長期ビジョン（2014）で

「ふくしの知多半島モデル」の創出をめざすこと

を宣言し、その後、ＣＯＣ（文部科学省「地・知の

拠点整備事業」）の採択を受け、本格的に地域連携

による教育研究を進めていくにあたり、「日本福祉

大学地域包括ケア研究会」が組織された。本学の

地域連携の取り組みによる、地元の自治体や社会

福祉法人、NPO 法人などとの長年の協議を踏まえ

たものであり、かつ 2015 年 9 月に発表された「新

たな時代に対応した福祉の提供ビジョン」という

政策的な動向も背景にしている。 

 

研究会の目的 

本研究会は、「ふくしの総合大学」の名のもとに

学部横断的に組織され、それぞれの専門領域、多

職種連携の視点から「全世代に対応した地域包括

ケアに関わる研究」を意図とした研究交流、また

地元の自治体、NPO 法人、関係団体等と協働しな

がら、「0 歳から 100 歳までの地域包括ケア」、い

わゆる「知多半島モデル」の構築にむけて、実践的

研究を目的としている。 

 

研究会の活動実績 

研究会メンバー個人の問題意識を共有し、地域

包括ケアについて各分野からの切り口で現状と課

題を整理した。 

 

第 1 回研究会 2015 年 10 月 8 日 

二木立学長からの基調報告 

今後展開される研究会の趣旨を共有し、2 回目以

降の研究報告等について確認がなされた。 

 

第 2 回研究会 2015 年 11 月 12 日 

研究報告 

１．「だれもが地域で住み続けるための住環境の

課題」（社会福祉学部 児玉善郎） 

２．「地域包括ケアシステム構築にむけた実践課

題」（社会福祉学部 原田正樹） 

 

第 3 回研究会 2015 年 12 月 15 日 

研究報告 

１．「認知症高齢者の在宅生活支援におけるケア

マネジャーと多職種の連携上の課題」 

（看護学部 木村暢男） 

２．「地域包括ケアシステムに向けての取り組み 

について」 

（福祉経営学部（通信教育）大林由美子、末永

和也） 

 

第 4 回研究会 2016 年 1 月 14 日 

研究報告 

１．  「地域医療から見た IPW と IPE」 

（社会福祉学部 藤井博之） 

２－１．「傾聴ボランティアを活用した地域包括

ケア―武豊町社会福祉協議会の取り

組み―」 

（福祉経営学部（通信教育）小松尾京子） 

２－２．「社会福祉協議会における地域包括ケア

システムとネットワーク」 

（全学教育センター 佐藤大介） 

 

第 5 回研究会 2016 年 2 月 12 日 

研究報告 

１．「地域で生活する社会的困窮者への支援 

－地域の NPO が当事者主体に取り組む 多

職種・多機関連携の実践から－」 

（看護学部 水谷聖子） 



２．「要保護児童対策地域協議会について」 

（社会福祉学部 牧真吉） 

 

研究成果 

 各自治体において対応が迫られる地域包括ケア

構築に向けて、知多地域の現場からの実践報告と、

研究者の立場においての課題等発信する場として

地域包括ケア研究会の公開セミナーを開催した。 

 

■第１回 日本福祉大学地域包括ケア研究会公開

セミナー 

日時 2016 年 3 月 14 日（月） 13：00～16：30 

会場  日本福祉大学 東海キャンパス C202 

参加者 知多地域内を中心とする行政、社協、福

祉事業所、NPO 法人等のべ 260 名 
 
◆当日プログラム 
基調報告 （13：10～13：40） 
「地域包括ケアから『全世代対応・全対象型地域

包括支援』へ」 
二木 立 （日本福祉大学 学長） 
 
第 1 部 （13：45～15：00） 
「知多半島の取り組みから学ぶ」 現場からの実践

報告と課題の共有 
１．高浜市 福祉部 生涯現役まちづくりグループ 

グループリーダー 磯村 和志 様 
２．東海市 高齢者支援課 課長 阿部 吉晋 様 
３．半田市社会福祉協議会 半田市包括支援センタ

ー センター長 澤田 道 様 
特定非営利活動法人 りんりん 理事長 下村 
裕子 様 

４．特定非営利活動法人 地域福祉サポートちた 
理事長 岡本 一美 様 

コーディネーター 原田 正樹（社会福祉学部 教
授） 
 
第 2 部 （15：20～16：30） 
「地域包括ケアの構築に向けての論点」 
１．住まいの確保と整備 児玉 善郎 （社会福祉学

部 教授） 
２．地域包括ケアと総合事業 平野 隆之 （社会福

祉学部 教授） 
３． 医療関係者とのネットワーク・多職種連携 藤

井 博之 （社会福祉学部 教授） 
４．０－１００の地域包括ケア 野尻 紀恵 （社会

福祉学部 准教授） 

コーディネーター 白尾久美子 （看護学部 教授) 
 
司会 末永和也 （福祉経営学部（通信教育）助

教） 

 

今後の展望 

今後は、「ふくしの知多半島モデル」の具体的な

提示、ビジョンを示すとともに、第 7 期介護保険

事業計画策定にかかわり、プロジェクト、チーム

に分類した研究を推進し、また外部資金の獲得を

目指す。 


